登場人物紹介

白鳥レーム

主人公、天性の巫女能力を持つ。私立蓬莱中等学院の１年生にして、全国巫女選手権代表に選ばれる。

霧雨マーサ

レームの悪友。一緒に遊んだり、レームを元気付けたり。御気楽少女。

黒岩サーナ

レームの先輩であり、良きライバル。大富豪のお嬢様で、名門フランス諏訪大社学院の帰国子女。自宅に神社丸々を再現した練習場が有る。

肝コーチ

本名肝白沢ケーネ、レームの能力をいち早く見抜き、猛特訓をレームに課す。実はサーナの婚約者。

前号までのあらすじ

巫女の名門・蓬莱中の白鳥レームは、トップ巫女のサーナ婦人に憧れて女子巫女部に入部した１年生。新任コーチ・肝白沢のシゴキはきついけれど、親友のマーサといっしょにノンキなクラブ生活を送っていた。ところがある日、先輩たちを追い抜いて地区大会の代表巫女に選ばれてしまう。実力のともなわないレームに対して部員たちの目は冷たいが、肝白沢の指導はますます厳しくなっていく。そして団体決勝戦の日。途中まで健闘していたレームだが、お賽銭が目に…！？

◆１◆

夕焼けの三叉路、優しい風が辺りの草を揺らす。

鞄をくるくると回しながら、マーサは振り向く。

「惜しかったぜ、もう少しで入賞だったのにね」

私はタオルで包んだ小さな氷嚢と鞄を持ち替える。

「私、大失敗しちゃった」

「そんなこと無いぜ！レームはあの時既に規定賽銭を回収してたんだ！問題は－。あの２年生連中だぜ！まったく。わざと神楽舞の手を抜いたんだよ」

悔しそうに腕を振るマーサ。

「ううん。そんなこと無い。先輩はちゃんとしてくれたわ…それなのに」

私にとって、目に賽銭が当たったことや、先輩が非協力的な事は問題にならなかった。

私の問題は、私自身の中…上手くいえないけど、私の気持ちのどこかにあるんじゃないのかな、と考えていた。

日が落ちるかどうかの赤い太陽を２人で眺めながら歩いていると、横から急に真黒いリムジンが視界に入ってきた。リムジンは２人の横で停車すると、最後尾のガラスがゆっくりと降りていく。

「サーナ婦人…あっ！」

マーサが思わずあだ名を言いかけ、自分で自分の口を塞ぐ。

「ふふ…よろしくてよマーサさん。ごきげんようお２人」

「ご…ごきげんよう。サーナお姉様」

突然の先輩の登場にシドロモドロで挨拶をした２人。

「レームさん…」

「はい！」

「お怪我の具合は宜しくて？」

「は…！はい！まぶたの少し上が腫れていますが、大した事は無いそうで。ご心配をかけて申し訳御座いません！」

私は深く頭を下げた。

「そう…。安心したわ。本日の試合、見させて頂いたわ」

「有難う御座います！」

「私はね、レーム。レームがもう立たなかったら、飛び出して居た所でしたわ」

「え…」

「だから、今、嬉しくて、涙が出そう」

「あ…有難う御座います」

マーサが影で私のわき腹を小突く。

「ちょっとちょっと。ラブラブなんじゃないの？！焼けるんだぜ？」

「違うの、マーサ！あのね！」

「ふふふ。仲が良いのね」

「あ・・・あははは」

「レーム、マーサ、お２人とも明日はお休みかしら？」

「あ、はい！ようやくのお休みで有ります！」

「そう。宜しければ明日お家にいらっしゃらない？」

「え！ええっ！」

２人は顔を見合わせる。

「わたくしの自家製参拝所で練習をしましょう？どう？」

「あ、あの…映画…」

「しーっ！（レーム！こんなチャンス無いでしょう！？）はい！喜んで！ね？レーム」

「あ、うん。はい…是非…」

サーナ婦人は少し俯いてから、視線を運転席に向けたまま話し出した。

「八雲三姉妹、攻略の糸口が見つかったの」

「ええっ！８万巫女の？！」

八雲三姉妹といえば知らない人は居ない。全国小学生巫女部門でも軒並み優勝をさらっていた姉妹だからだ。中等に上がっている２人の伝説は数え切れない

。

「そうよ。貴女達の１年生交流試合、２週間先でしょう？」

「あ…」

そういえば、交流試合は･･･私が思い出すより早くマーサが答える。

「はい。国立狭間大社中等部。確か、末っ子のチェン・八雲が居ます」

狭間の８万巫女…そうそうそんな通名は付かない。賽銭回収の技にてほぼ満額の８万円を回収するところからついた通名だ。１度や２度で付くわけがない。

「そうね。その子がきっと出てくる筈だわ。もしくは狭間レギュラー以外が私達を練習用にしたとしても、私達の力を見せておかないと…ね？そうでしょう？」

「な･･･何か作戦があると…？」

「ふふ。それは明日のお楽しみ。セバスチャン、出して頂戴。では、明日１０時に」

「あ！でも肝コーチに…！」

「わたくしから伝えておきますわ。土日に愛弟子を借ります。と」

「…はい！有難う御座います！ごきげんようでした！」

「ごきげんよう」

小さくなるリムジンを見つめる２人。気が付けば日は既に落ち、綺麗だった草むらも虫達の騒ぎ場になろうとしている。

「お腹減ったー…」

「マーサ！私が奢ってあげるわよ！心配掛けたし！」

「やったぜ！じゃ明日の打ち合わ…」

２人はまた顔を見合わせる。

「マーサ、マーサ、サーナ婦人…たしか…」

「土日って…そう言ってたわよね？」

がっくりと、そして同時に肩を落とす２人。

「地区大会が終わってまた練習ばかりかぁ…」

「土日…そんなぁぁぁぁ肝コーチお墨付きっぽいし…」

帰路の２人の足取りは重かった。

つ・づ・く

次号いよいよ名門との練習試合…突如レームが？！
